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【問題 と目的】

　認知症を合併する患者では動作手順 が 記憶できな

い こ とに よっ て動作障害が出現する．これ を認知機能

の 改善によっ て解決し ようとすれば，おの ず と治療の

限界を迎える，本研究で は，教示とプ ロ ン プ ト・フ ェ

イディ ン グによる技法 の 適応が片麻痺を伴 う認知症

患者の移乗動作学習に与え る影響に つ い て検討 した．

【症例紹介】

　90歳代女性，右視床の ラ クナ梗塞に よ る左片麻痺，

両膝変形性関節症．発症後 65 病 日よ り移乗動作訓練

が開始 とな っ た．訓練開始時，見当識 ・記銘力 ・注意

力低下
・右視野 の 欠損を認め ， ADL 全般に介助を要

した，移乗動作につ い てはブ レー
キを掛けず立ち上 が

ろうとした り，フ ッ トプ レ
ー

トに 足を乗せたまま立ち

上 が っ た りと，常時監視や介助 が 必要 で あっ た．

　認知機能 の 低下か ら適切な動作手順を記憶する こ

とは困難で あり適切な手順が 示 されない まま，移乗動

作中に 注意と修正 が行われ て い た．また ， 適切な動作

があっ た場合にも強イ牌 「亅激は与えられ て い なか っ た．

【介入方法】
L ターゲッ ト行動の 明確化

「車椅子か らベ
ッ ドへ の 移乗動作を 自力 で遂行する」

で ある，そ して ， 課題分析によ っ て 10 段階に分割 し

た．

2．先行刺激 の 整備

　訓練中の 試行錯誤 や失敗経験を少 な くす る た め に

手順を紙面に教示 した．そ して ， 適切な行動が 生 じな

い 場合，  口 頭指示   タ ソ ピ ン グ  身体介助 の 順 に プ

ロ ン プ トを与 え た，

3．後続刺激 の 整 備

　適切 に動作を遂行 で きた 場合に は，賞賛を 与 え た ．

動作が失敗，ある い は停止 し た場合に は 注意や 促 しは

せず，前述の プ ロ ン プ トを段 階的に 提示 した，動作時

に必要 とし たプ ロ ン プ トに よ り動作能力を点数化し

た．プ ロ ン プ トな し 3点，口頭指示 2点，タ ッ ピ ン グ

1 点，身体介助 0 点と し，30 点満点で評価 した．得点

は グ ラ フ 化 して本人や介助者に フ ィ
ー

ドバ ッ ク し， 点

数が 向上 して い る場合に注 目
・賞賛した．

4 ．介入期間

　第 59 病 日か ら62 病 日まで をべ 一ス ライ ン とし，第

65病 日より介入を開始した．移乗動作訓練は週 5 日，

対象者 の 疲労に応 じて 1 日に 3 〜5回程度行 っ た．

【結果1 （図）

　ベ ー
ス ライ ン 期 の 得点は 10− 15点に分布 した．介

入後，急速に得点は 向上 し，80病 日に は 29 点を獲得

し た．最終的には，「右ブ レー
キを締め る」 動作の 定

着が困難 で あ っ た．介入期には，膝関節痛 の 訴えが軽

減した，介入前後で ， 運動麻痺， 高次脳機能に変化は

な か っ た．
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〈 考察 〉

　介入によ っ て 短期間 の うちに 移乗動作能力 の 向上

を認 めた．手順 の 教示 と段階的な プ ロ ン プ トの 提示，

社会的強化，社会的評価が 移乗動作能力 の 向上 に有効

に機能 した もの と考えられた，

　右ブ レ
ー

キ を 締 め る動作が習得で きな か っ た原因

と して は右視野 の 欠損と注意力障害が考え られ た ．対

象者の 動作自立 に は，左視野 に よっ て 右ブ レ
ー

キ の 確

認を行 うとい う代償動作の獲得が必要で あっ た．この

代償動作を課題分析表に組み入れ なか っ た こ とが本

プ ロ グ ラ ム の 限界と考えられた．
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